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位置情報を用いた汎用双方向ガイドシステム
xExplorerの開発と適用

宗 森 純† 上 坂 大 輔††,☆

タイ ミン チー†† 吉 野 孝†

携帯端末を用いて位置情報を使ったガイドシステムが多数開発されてきている．しかし，一方向の
情報の伝達が主流であり，現在の日本では日常化している携帯電話での個人的な写真のその場での交
換やチャットの機能はなく，観光客同士の積極的なコミュニケーションや情報の共有は念頭に置かれ
ていない．そこで画像，チャット，および相互の位置情報を含むリアルタイムの情報共有機能を持つ，
汎用ガイドシステムのプロトタイプである xExplorerを開発した．そしてこれを用いて，日本（大阪
ミナミ周辺）と中国（故宮博物院）で実験を行い，その効果を検証した．被験者は日本人と中国人で
ある．その結果，次のことが分かった．（1）画像情報の共有機能の評価が日本と中国のいずれの場合
も高かった．これは他の人の視点をその場でリアルタイムで共有できるためと考えられた．（2）チャッ
トは単にコミュニケーションをとるだけではなく，共有する画像コンテンツの連絡の手段として使う
など，画像が主でチャットが従な使用方法が注目された．（3）画像とチャットとをなんらかな形で連携
し，チャットの会話の対象となっている画像が探しやすくする機能が必要である．（4）待合せの場所
など様々な情報に直接画像を添付する機能が必要である．

Development and Application of a Location-based
Universal and Two-way Guide System xExplorer

Jun Munemori,† Daisuke Kamisaka,††,☆ Thai Minh Tri††
and Takashi Yoshino†

There have been developed many guide systems using location information. But most of
systems have one-way communication system. These systems don’t aim to mutual commu-
nication between sightseers by information sharing. The two-way communication, such as a
chat or exchanging digital files included photos, is a common sense in Japanese ubiquitous
society. Therefore, we have developed a prototype universal guide system, which was named
xExplorer. xExplorer has real-time information sharing functions including image data, a
chat, and mutual location information. We applied the system to the streets in the southern
bound of Osaka and the Palace museum in Beijing. Subjects were Japanese and Chinese. The
results of experiments show below: (1) The evaluation of the image data sharing function was
high in both Japanese and Chinese. Because they can share the others with view points in real
timely. (2) The chat was used for not only communication but also explaining relating shared
contents. Sometimes, the content of chat messages is about an image data. (3) The system
should have a function that helps the correlation between image data and chats. Then, the
image data, which is an object of chats, can be found easily. (4) It is necessary that image
should be appended with other information such as the meeting point, etc.

1. は じ め に

従来の観光は団体で行うことが主流であったが，最
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近では小グループや個人での観光が多くなってきてい

る．小グループもしくは個人での観光を支援するため

に携帯端末を用いて位置情報を使ったガイドシステム

が多数開発されてきている1)～5)．ガイドシステムの多

くはある場所に近づくと GPSや無線通信によって位

置を検知し，その位置に関連した情報が自動的に音声

や画像で流される．また撮影した写真を後から見るこ

とができる．しかし，これらはいずれも一方向のいわ

ば受け身の情報の伝達が主流であり，現在の日本では

日常化している携帯電話での個人的な写真のその場で
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の交換やチャットの機能はなく，観光客同士の積極的，

能動的なコミュニケーションや情報の共有は念頭に置

かれていない．

日本のユビキタス社会では無線通信機能を持つ携帯

端末が普及し，位置情報が GPSなどにより容易に取

得できるようになっている．そこで我々は大阪のミナ

ミと呼ばれる地域（難波，日本橋，心斎橋）で GPS

による位置情報と携帯電話（PHS）のインターネット

接続のインフラを使った携帯情報端末（PDA）ベー

スの情報共有システム NAMBA を開発してきた6)．

NAMBAは双方向リアルタイムに位置情報やチャット

を共有できるシステムである．これにさらに画像を含

む情報のリアルタイムな共有機能を加えたものが，汎

用ガイドシステムのプロトタイプである xExplorerで

ある．xExplorerは数人の仲間内で使用するシステム

である．従来の情報が一方向に伝達されるガイドシス

テムと異なり，現在のユビキタス社会に即した双方向

で能動的に画像情報などを各自で発信するガイドシス

テムである．

本論文では xExplorerを日本の市街地（大阪ミナミ

周辺）に適用した結果と無線通信方式として無線 LAN

を採用して中国の観光地（故宮博物院）に適用した結

果とを中心に報告する．大阪ミナミを選んだ理由は約

1.5 km四方の市街地に様々な形態の店が混在し，市街

地での買い物や探索などのガイドには最適の地と考え

たからである．また，故宮博物院を選んだ理由は世界

的な観光地であり，観光ガイド的な使用には最適と考

えたからである．

以下，2 章では xExplorer の機能について述べる．

3章では日本と中国で行われた適用実験について述べ

る．4章は実験結果，5章は考察である．最後に 6章

で本論文をまとめる．

2. xExplorer

これまでに開発した位置情報を用いた情報共有シス

テム NAMBA 6) や電子鬼ごっこゲーム7) の適用実験

の評価結果を基に，xExplorerは下記の機能を備える

こととした．

2.1 設 計 方 針

( 1 ) コメント付きの画像をその場で共有する．

( 2 ) 常時接続型とする．

( 3 ) GPSによる位置情報を取り扱う．

( 4 ) PDAを使用する．

理由：

( 1 ) コメント付き写真などの画像共有を観光中にリ

アルタイムで行うことにより，携帯電話の環境

表 1 移動用システム
Table 1 Mobile system.

以上に各自が豊富な情報を積極的に発信する，

より能動的な観光を行うため．

( 2 ) 迅速に画像情報の共有やチャットを行うため，

および，第 3者の場所を常時知らせたりするに

は常時接続型でなければならないため．

( 3 ) ガイドシステムには位置情報が不可欠で屋外で

は可搬性とコストの面から GPSの利用が有利

であるため．

( 4 ) ラップトップ型の PCでは持ち運びに制約があ

り，携帯電話では通信用のプログラミングなど

に制約がある．PDAは持ち運びが容易でプロ

グラミングにも制約が少ないため．

2.2 システム構成

2.2.1 概 念

xExplorerのハードウェアは移動用システムと xEx-

plorerサーバ（以下，単にサーバと呼ぶ）とから構成

され，利用者はそれぞれ移動用システムを携帯する．

位置情報は GPSを利用して取得する．移動用システ

ムとサーバは，インターネットもしくは無線 LANを

介して TCP/IP で無線通信を行う．移動用システム

は，サーバと通信することで，位置情報に関連付けら

れた画像情報や他の利用者の情報，待合せ場所の情

報，チャットのメッセージなどの情報を取得または更

新する．

xExplorer は，大阪ミナミでの適用では AirH′′

（WILLCOM）を無線通信のインフラに使ってインター

ネットに接続するシステムで，中国の故宮博物院では

無線 LANを無線通信のインフラに使うシステムであ

る．中国の故宮博物院では電源の確保が困難なため自

動車用のDC12VバッテリーをインバータでAC100V

に変換して使用する．

2.2.2 移動用システム

移動用システムを表 1 に示す．実験には補助バッテ

リーも併用する．日本では移動用システムは，PHSカー

ドを用いてプロバイダを介し，サーバと通信を行う．

通信速度は最大 32 kbpsである．中国では無線 LAN

（IEEE 802.11b）を用い，通信速度は最大 11Mbpsで

ある．
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図 1 xExplorer の画面例
Fig. 1 A screen of xExplorer.

GPSレシーバはNMEA（National Maritime Elec-

tronics Association; 全米船舶電子機器協会）0183

フォーマットを使用している．移動用システムはBlue-

toothモジュールを介してGPSレシーバと通信し，位

置情報を取得する．PDAの画面上に表示される地図

のサイズは最大 320ドット × 420ドットで，現在の

システムには，大阪ミナミ周辺の 1,040m × 1,520m

の範囲の地図画像（株式会社サイバーマップ・ジャパ

ンより許可を得て利用）と北京の故宮博物院の 750m

× 1,000m の地図画像8) が入力されている．図 1 に

故宮博物院の実験の画面例を示す．地図は置き換え可

能となっている．

2.2.3 サ ー バ

xExplore サーバは，利用者の位置情報や店舗など

に関するコンテンツ情報，チャットメッセージ情報を

はじめ，利用者間において共有されるすべての情報を

管理している．具体的には，情報の受信，展開，蓄積，

ログファイルへの書き出し，読み込み，他の利用者へ

の配信などを行う．

2.2.4 日本でのシステムと中国でのシステム

日本での実験システムの構成と中国での実験システ

ムの構成を表 2 に示す．

表 2 日本で使用したシステムと中国で使用したシステム
Table 2 System of xExplorer in Japan and China.

図 2 LIO の例
Fig. 2 A screen of an LIO.

2.3 実 装

移動用システム上のプログラムはすべてMetrowerks

社製 CodeWarrior IDE for Palm OS Platformバー

ジョン 4.2.6J を利用し，C 言語で実装した．およそ

35,000 行のプログラムである．また，サーバアプリ

ケーションは REALbasic 5.5.2を使用し，BASIC言

語で実装し同計算機上で動作する．およそ 3,000行の

プログラムである．

本システム上において，ユーザ間で情報として共

有される位置情報に関連付けられ地図上に配置され

た情報構造体のことを，位置ベース情報オブジェクト

（LIO; Location-based Information Object）と呼ぶ

ことにする．図 2 に LIOの例を示す．

本システムは，容易に他の地点で利用できるよう設

計されている．地図の画像データ，利用者や LIOなど

のアイコンを地図上にプロットする際に必要な基準点

の座標，縮尺，範囲などの基礎情報は，移動用システ

ムのアプリケーションプログラムとは切り離された，

独立した 1 つのファイルにまとめられている．また，
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立ち上げ時に日本語 OSもしくは中国語 OSを選択す

ることができる．

2.4 機 能

主要な機能の特徴について，その概略を述べる．

（1）画像を含む LIOを共有する

利用者は発見した新しい情報を，いつでもその場で

地図上に追加し，即座に他の利用者と共有することが

可能である．画像には画像編集ツールを用いてフリー

ハンドで簡単にメモやイラストを描画することができ

る（図 2）．

（2）チャット機能

日本語もしくは中国語でチャットを行える．

（3）自分の位置と他人の位置を表示

自分の位置と他人の位置は指定したユーザアイコン

で表示される（図 1 の顔アイコン）．

（4）待合せ場所の共有

集合場所をアイコンで示すことができる．設定者の

名前が入る（図 1 のMeetingPoint）．

（5）歩いた軌跡を表示

参加者が歩いた軌跡は画面上に細線で表示される．

それぞれの利用者の位置情報は，スムーズな軌跡情報

を得るため，10秒ごとに自動的に更新される（図 1 の

細い折れ線）．

（6）GPSを使えない場合の位置の自己申告機能

GPS が利用不能であったり，位置が極端に異なる

ことが分かったりした場合，利用者は自分自身の位置

を示すアイコンをスタイラスで直接ドラッグ&ドロッ

プすることにより，正しい現在位置を設定，他の利用

者へ通知することが可能である．

（7）撮影した写真を後からWebで閲覧

実験終了後，撮影された写真をWebで閲覧するこ

とができる（図 3）．

なお，ある場所に近づくとその場所の説明が自動的

にテキスト形式で表示される機能もある10)．

2.5 利 用 手 順

2.5.1 初 期 化

まず，使用する言語（日本語もしくは中国語）と無

線通信の方法（AirH′′ もしくは無線 LAN）を設定す

る．次に利用者は PDA上のアプリケーションソフト

ウェアを起動し，利用するエリア（“難波（大阪ミナ

ミ）” もしくは “北京”）を選択する．その後，自分自

身の名前と，地図上に表示される自分自身の現在位置

を示すアイコンの種類（5種類），自分のチャットメッ

セージなどの表示カラーを選択し，必要に応じてメ

ニューから接続先サーバの IPアドレスやGPSレシー

バのMACアドレスを変更する．サーバと接続すると，

図 3 ウェブ閲覧画面
Fig. 3 A screen of the Web page.

サーバは初回接続であれば利用者に利用者 IDを発行

し，PDAは以下に示すデータの送受信を行う．

送信データ：

• 利用者の名前
• 選択したアイコン ID

• 選択したメッセージカラー
• 前回切断した時刻
受信データ：

• サーバが発行した利用者 ID

• サーバに登録済みの他の利用者の情報
（利用者名，利用者 ID，アイコン ID，カラー情報）

• 前回の切断以後に他の利用者によって作成された
LIO

• 前回の切断以後に発信されたチャットのメッセージ
• 待合せ場所情報
• サーバの現在時刻（サーバと PDAの時刻を同期

するための情報）

移動用システムは，一定時間間隔で自動的に GPS

による現在位置の取得を行い，移動用システムの画面

上に現在位置を表示する（図 1，顔を表した利用者ア

イコン）．

2.5.2 地 図 画 面

地図画面（図 1）には自分と他の利用者および LIO

に対応するアイコン，待合せ場所を示すアイコンが表

示され，利用者はそれらの位置を視覚的に把握するこ

とができる．また，スタイラスを使って地図を直接ス

クロールさせ，地図の任意の位置を自由に眺めること

もできる．画面左下の縮小地図には，地図全体に対す

る利用者や LIO，待合せ場所の位置，および地図画面

に表示している地図の範囲が色分けされて表示され，
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全体の位置関係を把握することができる．また，縮小

地図をスタイラスでタップすることによって，エリア

中の任意の位置を素早く地図画面上に表示することが

可能である（縮小地図は大阪のものを流用）．

自分の利用者アイコンはいつでもスタイラスでド

ラッグ&ドロップで移動させることが可能である．

2.5.3 コンテンツの作成と閲覧

利用者が本システムを使用中に新たな LIOを追加，

投稿する場合には，地図画面上の作成したい地点を確

認し，その地点をスタイラスでダブルタップ（画面上の

同じ地点を短い間隔で 2回タップ）すると，新規 LIO

作成用のウィンドウがポップアップ表示され，LIOの

名称の入力とそのカテゴリの選択を行うだけで，新し

い LIO を地図上に作成することが可能である．作成

された LIO の情報はサーバを通じてただちに全利用

者に配信される．図 1 の「雪」，「食堂」と書かれてい

るのが LIOの名称で，その上にあるのが LIOのアイ

コンである．

LIOの画像は，320ドット × 240ドットの解像度の

JPEG形式で保存される．320 ドット × 240 ドット

で 30KBのデータの送信に AirH′′ を用いると約 1分

かかる．無線 LANの場合は 12秒かかる．

地図画面上に表示されている LIO のアイコンをス

タイラスでタップすると，LIO閲覧ウィンドウがポッ

プアップする．

2.5.4 チャットの利用

利用者は，地図画面（図 1）下部の情報パネルタブ

のうち，「会話」タブをタップすることで，チャットロ

グを表示することができる（図 4）．チャットログには，

発言者の名前と利用者アイコン，発言時刻，および発

言内容が色分けされてリスト状に表示される．チャッ

トログには，利用者の発言以外にも，システムからの

通知（GPSレシーバとの接続完了メッセージなど）が

含まれる．新しい発言を送信する際には，情報パネル

タブのうち「入力」タブをタップする．「入力」タブ

がタップされると，グラフィティエリアが表示される

とともに，チャットメッセージ入力ウィンドウ（図 5）

がポップアップする．利用者は，このウィンドウ中の

メッセージ入力フィールドに，グラフィティやソフト

ウェアキーボード，あるいはハードウェアキーボード

を用いて発言内容を入力する．この際，ウィンドウ上

部に配置された「単語リスト」から，定型文や顔文字，

記号を選択してメッセージ内に挿入することも可能で

ある．図 5 左側に，使用できる顔文字のメニューを表

示している．利用者が改行を入力するかあるいはウィ

ンドウ右方の送信ボタンを押すことで，発言はサーバ

図 4 チャット画面例
Fig. 4 A screen of a chat.

図 5 チャット入力ウィンドウと顔文字のメニュー
Fig. 5 A screen of the chat input window and its face

mark menu.
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を通じて配信される．

2.5.5 待合せ支援機能の利用

利用者は，地図画面（図 1）左上の星型のボタンを

押すことで，待合せ場所アイコンを地図上に設置し，

待合せ場所の通知や位置把握に利用することができる．

一度作成された待合せ場所アイコンの場所情報はすべ

ての利用者の間で共有される．待合せ場所の設定者お

よび設定時刻は，待合せ場所アイコンとともにタグで

表示される．

3. 適 用 実 験

実験は大阪の市街地と中国の観光地の 2カ所で行っ

た．各実験開始前に各機能の操作方法を教え，LIOの

作成，チャット，待合せ支援機能を使用するように指

示している．

（1）実験 1

実験場所は大阪ミナミ周辺である．適用実験を 4回

行った．被験者はいずれも本学学生 4名もしくは 5名

で，実験時間は 1回およそ 1～2時間である．2.2.4項

で示した PHSカードを中心とした実験システムを用

いた．実験手順は以下のとおりである．（1）利用者は，

各自，移動用システムを携帯する．（2）利用者は，LIO

を作成，閲覧したり，チャット機能で情報交換を行っ

たりしながら，市街地を自由に散策する．（3）1～2時

間が経過したら，待合せ支援機能を利用して集合する．

実験終了後にアンケート調査（5 段階評価と記述式）

を行った．

（2）実験 2

実験場所は中国の北京にある故宮博物院（紫禁城）

の太和殿と太和門に挟まれた空間である．実験回数

は 2 回で，1 回あたりの実験時間は 1 時間弱である．

2.2.4 項で示した無線 LAN を中心とした実験システ

ムを用いた．被験者は実験 1回につき 3名で 1回目の

被験者は全員中国人（20代の故宮文化資産デジタル化

応用研究所職員）で中国語 OSを使用し，2回目の被

験者は日本人（20代の建築士，会社員）および日本語

通訳の中国人（20 代の故宮文化資産デジタル化応用

研究所職員）であり，日本語 OSを使用した．実験手

順は大阪ミナミでの適用実験と同様，以下のとおりで

ある．（1）利用者は，各自，移動用システムを携帯す

る．（2）利用者は，LIOを作成・閲覧したり，チャット

機能で情報交換を行ったりしながら，実験の範囲内を

自由に散策する．（3）待合せ支援機能を利用して，集

合する．実験終了後にアンケート調査（5段階評価と

記述式）を行った．

4. 実 験 結 果

実験 1（大阪ミナミ）での実験中の様子を図 6 に示

す．また，実験 2（故宮博物院）での実験中の様子を

図 7 に示す．

表 3に実験 1と実験 2の LIO作成数とチャット数と

を比較する．表 4 に実験 1と実験 2の 5段階アンケー

トの結果を示す．「5」が最高で「1」が最低の評価を

示す．表 5 に実験 1のアンケートの記述部分を，表 6

に実験 2のアンケート記述部分の結果を示す．表 6 の

「中国」は中国語を使った実験の結果，「日本」は日本

語を使った実験の結果を示す．

図 6 大阪ミナミでの実験中の画面
Fig. 6 A screen of an experiment in Osaka.

図 7 故宮博物院での実験中の画面
Fig. 7 A screen of an experiment in Beijing.

表 3 LIO 作成数とチャット数
Table 3 The numbers of LIOs and chat massages.
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表 4 アンケートの 5 段階評価の結果
Table 4 Comparison between questionnaire results of the 1st experiment and the 2nd one.

表 5 実験 1 のアンケートの記述結果
Table 5 Results of questionnaire about the 1st

experiment.

表 6 実験 2 のアンケートの記述結果
Table 6 Results of questionnaire about the 2nd

experiment.

5. 考 察

5.1 実 験 1

（1）GPS位置情報

実験を実施した大阪ミナミには，多くのビルが立ち

並ぶほか，アーケードも多数存在し，GPSが利用可

能であるかどうかや位置の精度は，場所によってかな

り変化するようであった．正確さの評価は普通であっ

た（表 4，3.1）．位置情報取得の補助機能である現在

位置の自己申告機能は，実験 1回につき 1名あたり平

均で 7.5回使用された．

（2）LIO

アンケート結果から，LIO全体は作りやすいという

ことが分かった（表 4，4.0）．また，被験者にとって，

画像による情報の共有は重要であるという評価が得ら

れた（表 4，4.2）．我々は，記述式アンケートの結果

に，「入力者の個性が強く表れている」「様々な視点に

たった評価を得ることができる」という意見があった

（表 5）ことから，これは人と視点をリアルタイムに共

有することが面白いためと考えている．さらに，表 5

の記述式のアンケート結果には，LIO以外に，チャッ

トのメッセージや待合せ場所の情報にも，画像情報を

貼り付け可能にしてほしいというような意見も何件か

あった．これらの結果から，画像情報を LIO だけに

とどまらず，そのほかの様々な情報に添付可能にする

改良が有効である可能性があると考えられる．

実験では，市街地で発見した面白いものに関する情

報が，役に立つ情報と同様に主に共有されていた．

（3）チャット機能

チャット機能については，発言は入力しやすく，ロ

グも見やすく，おおむねスムーズにコミュニケーショ

ンがとれたという結果であった．実験 1回あたりの発

言数は平均で 28.0回であった．また，注目すべきは，

チャット機能が，単に待合せ場所を決める際の話し合

いや，雑談に使用されるだけでなく，LIOを作成して

その画像を競い合ってチャットで報告したり，作成さ

れた LIO についての感想や意見などを発言したりす

るという目的でも使用されていたということである．

チャットの内容の一例を図 8 に示す．図 8 では LIO

情報に関するチャットを行っているところで，図 8 (a)

は雨の中で各自が競うように画像を追加したこと（画

像「xx」upと表示）をチャットで報告し，最後に集合
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(a)

(b)

図 8 実験 1 でのチャットの例
Fig. 8 Chats of the 1st experiment.

場所の写真を送ったことをチャットで報告している例，

図 8 (b)は人気俳優のポスターの写真をとって，その

感想を顔文字などを使ってチャットで報告している例

である．

記述式アンケートの結果によると，チャット機能に対

して「コンテンツに対するリンクを張りたい」「チャッ

トに画像を貼り付けて送りたい」（表 5）という意見

があった．これはチャットの中で，対象となる，ある

LIO の説明がなされても，画面中には平均で 8 個強

の LIO と参加者の人数分のアイコンがあるため，該

当する LIO を瞬時には発見できないことが多い．そ

こで我々は LIOに対するリンクをチャットの発言中に

埋め込むことを可能にする機能が，コンテンツ共有と

コミュニケーション機能をより強く結び付け，システ

ムの 1つの改良案として有効であると考えている．

（4）待合せ機能

実験では，チャット機能だけでなく，待合せ場所の

共有機能を利用することによって，利用者同士のより

円滑な待合せが実現できた（表 4，3.7）．

5.2 実 験 2

（1）GPS位置情報

位置情報の取得は容易であった．自分の位置はおお

よそ正しかったが，他人の位置は地図が小さいために，

遠くに行くと方向は分かるが，目標物がないため，具

体的な位置が分かりにくかった．今回の実験（平成 16

年 12月 29日）の位置情報の誤差はおおよそ南北方向

に 10m，東西方向に約 5mであった．この誤差は変

動する．これには GPS自体の精度による誤差と実験

用の地図の座標を決めたときの測定誤差も含まれてい

る．日本で測定した場合，同一の場所においても日に

よって，2mから 6 m，測定値がずれることを確認し

ている．

（2）LIO

LIO情報は比較的作りやすかったようであった（表 4，

3.5）．画像は建物や人，景色が多かった（図 3）．画像

の共有は非常に評価が高かった（表 4，4.2）．この理

由として我々は，記述式アンケートの結果「他人の視

点から見た LIO情報を共有できるのは面白い」（表 6）

から，人と視点をリアルタイムに共有することが面

白いためと考えている．また，「写真が見つかりにく

かった」「LIO 情報やチャットが送信したときに分か

りやすくしてほしい」（表 6）ということから，我々は

5.1節（3）で述べたように，チャットとそこで述べら

れている画像とを結び付ける機能が必要であるととも

に，画像などの共有情報が送られてきたときにそれを

知らせる機能（たとえば，音声などを使って）をもっ

と分かりやすく改良すれば，使いやすくなると考えて

いる．

（3）チャット機能

チャットの内容の一例を図 9 に示す．これは日本語
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図 9 実験 2 でのチャットの例
Fig. 9 A Chat of the 2nd experiment.

のチャットで LIO 情報の画像について感想などを話

し他の参加者に写真を見るように指示しているところ

である．チャット機能は便利であるが，相手からいつ

チャットが着信したか分かりにくい（表 6）．新しい

チャットが着信したら，音声を出したり，電光ニュー

スのように表示して気づきやすくしたりする必要が

ある．

（4）地図

実験 2で記述形式のアンケート評価（表 6）が「地

図が狭く小さい」「画面のレイアウトが複雑」と低かっ

たのは地図関係の部分である．これは太和殿付近を実

験者が動きまわったため，図 7 のようにその軌跡が一

部に集中し，見にくいものとなったためと思われる．

軌跡の ON/OFF機能が必要である．我々は地図の領

域を拡大する機能が必要と考えている．

（5）待合せ機能

待合せ機能は便利であるが，待合せ場所のアイコン

（図 7 のMeetingPoint）が大きいためじゃまになるこ

とが分かった．もう少し小さくすべきである．

（6）ウェブによる閲覧機能

撮影した画像を見る機能は評価が高かった．観光な

どに行って，後から写真を見て思い出にひたれるから

である．他人の視点のものも同時に見られることが興

味深いと考えられる．デジタルカメラを使用して撮影

することは他の実験でも同様に高い評価結果が出てい

る4)．

入力時の画像のタイトルをそのままウェブ閲覧の際

の画像にも付けるべきであった．

（7）全体

本システムによる実験は非常に楽しいという評価を

得たが（表 4，4.8），細かい部分で改良の必要がある．

特に観光客が使用することを想定しているため，より

簡単な操作，見やすい画面，扱いやすいハードウェア

が望まれる．

今回は半径 100m 程度の限定された範囲で実験を

行ったが，被験者が電波の届かないところに行ったな

ど，より広い範囲で実施できることを強く望まれて

いた．

5.3 画像とチャット

（1）画像撮影と閲覧とチャットの関係

我々は，画像の閲覧がきっかけとなってコミュニケー

ションが弾む場合があり11),12)，各自が撮った画像を

見せるためにチャットを用いていることが多いと考え

ている．図 8 と図 9 のチャットの例をとると，図 8 (a)

では各自が自分の撮った画像を送り，それをチャット

で知らせることで積極的にコミュニケーションをとろ

うとしている．ここでは画像が主でチャットが従とな

る．図 8 (b) では感想を顔文字などを使ってチャット

で参加者各自が報告していて，受け身ではあるが存在

をアピールしてコミュニケーションをとっている．ま

た，図 9 では LIO情報の画像について感想などを話

し，他の参加者にも写真を見ることを指示していて，

コミュニケーションのきっかけとなっている．

図 10 にチャットとそのチャットの対象となっている

画像を示す．ただし，画像を含む LIO情報はすでに送

られていて，それを見た時点の関係を表示している．

（2）ガイドシステムの観点における画像共有機能の有

用性

写真がコミュニケーションを触発することは知られ

ているが11),12)，xExplorerではリアルタイムに画像
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を共有し，チャットによってその存在を強調して知ら

せるので，受信者側から見ると，その画像に興味が

わけば，その場所にその場で行けるので，観光が終

わってから人の話を聞いたり写真を見たりして，そこ

に行っておけばよかったということがなくなる利点が

ある．

一方，発信者側からみれば自分の興味のあるものの

写真を撮って，それにコメントなどを付けて画像を発

信しチャットによってその存在を知らせることにより，

携帯電話などの環境と同等なレベル以上となり，誰が

いつ，その建物を造ったかなどの情報を一方的に送信

する，古典的な観光案内ではなく，能動的な観光を行

うことができる．たとえば，図 8 や図 9 にみられる

ように 1人が画像を送ると連鎖反応的に参加者が次々

図 10 チャットとその対象となる画像
Fig. 10 Chats and related pictures.

図 11 NAMBA のチャットの例
Fig. 11 Examples of chats in NAMBA.

と画像を送るので，いわば盛り上がって，観光すると

いう行為が活性化する．

（3）NAMBAとの比較

我々は以前に NAMBA 6)を開発した．NAMBAは

画像共有のないガイドシステムであり，チャットの内容

が xExplorerとは異なる．図 11 (a)，(b)にNAMBA

のチャットの例を示す．図 11 を図 8 および図 9 と比

較すると，xExplorerは画像があることが前提で，そ

れに関するチャットが多いのに対して，NAMBAでは

今どこにいるか，何を行っているか，何かをしてくれ

ませんかなどの話題が淡々と続いて，これだけ読んで

もチャットの内容が理解できるようになっている．

つまり，NAMBAではチャットが主なコミュニケー

ション手段であるのに対して，xExplorerでは撮った

画像が主であり，チャットはそれを説明するいわば従

の役割を果たしていることが分かった．

5.4 考察のまとめ

( 1 ) 画像情報の共有機能の評価が日本と中国いずれ

の場合も高かった．これは他の人とその場でリ

アルタイムで視点を共有できるのは楽しいこと

に由来すると考えられた．

( 2 ) チャットにより画像が送られたことを知らせた

り，画像コンテンツの情報にコメントしたりす

る，画像が主でチャットが従の使用方法が注目

された．

( 3 ) 画像とチャットとをなんらかな形で連携し，

チャットの会話の対象となっている画像が探し

やすくする機能が必要である．

( 4 ) 待合せ場所など様々な情報に LIOではなく，直
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表 7 他のシステムとの比較
Table 7 Comparison with other guide systems.

接画像のみを添付する機能が必要である．

( 5 ) 本システムはガイドシステムとして使用するの

は楽しいがインタフェースなどに改良の余地が

ある．

( 6 ) 無線 LANでは高速にデータ転送できるが範囲

が限定されるため，ガイドシステムとしては，

より広範囲なサービス領域が求められた．

( 7 ) 実験 1 の市街地の地図は約 1 km × 1.5 km と

広いため地図の縮尺は一定で気にならないが，

実験 2 の観光地は歩き回る範囲が約 200m 四

方と狭いため，ある地点を拡大して表示するな

どの機能など，地図の表示方法に工夫が必要で

ある．

5.5 他のシステムとの比較

表 7 に他のシステムとの比較を示す．

GUIDE 2)は無線 LANを用いたガイドシステムで，

小型ラップトップコンピュータでWebブラウザ機能

を用いてガイドするシステムである．観光のお勧めス

ポットなどが表示される．ぶらぶら旅天国4) は日本の

GPS と PDA を使ったガイドシステムの嚆矢となる

もので，内蔵デジタルカメラ機能が評価が高かったと

している．The Parks PDAは米国ディズニーランド

用に開発されたガイドシステムである3)．位置情報は

IrDAによって伝えられる．写真撮影は任意の場所で

行え，音声および画像によるガイドはあるが，参加者

間の情報共有はできない．後ほど，インターネットを

介して撮影した写真を閲覧できる．

DinosaurFACTory の FACT スコープ5) は Blue-

toothによって位置情報は伝えられるが，参加者間の

情報の共有はない．写真撮影は決まったところで行

え，後ほど，インターネットを介して閲覧することが

できる．

xExplorerに一番近いのは CYSMN 13) である．こ

のゲームは実際に町中を走る人（runner）とインター

ネットから参加したオンラインプレイヤからなる追跡

ゲームである．Runnerは GPSを使用し，無線 LAN

を用いて位置情報を送り，コミュニケーションをとる

ためのチャットが可能である．捕まった場所を，デジタ

ルカメラで撮影し共有することができる．しかし，基

本的に xExplorerがモバイラ間のコミュニケーション

に対して CYSMNはモバイラとオンラインプレイヤ

間のコミュニケーションである．また，画像もコミュ

ニケーションのきっかけというよりは捕まった臨場感

を与えるために使う．

6. お わ り に

画像，チャット，および相互の位置情報を含むリア

ルタイムの情報共有機能を持つ汎用ガイドシステム

のプロトタイプである xExplorer を開発した．そし

てこれを用いて，日本（大阪ミナミ周辺）と中国（故

宮博物院）で実験を行い，その効果を検証した．被験

者は日本人と中国人である．その結果，次のことが

分かった．

( 1 ) 画像情報の共有機能の評価が日本と中国のいず

れの場合も高かった．これは他の人の視点をそ

の場でリアルタイムで共有できるためと考えら

れた．

( 2 ) チャットは単にコミュニケーションをとるだけ

ではなく，共有する画像コンテンツの連絡の手

段として使うなど，画像が主でチャットが従な

使用方法が注目された．

( 3 ) 画像とチャットとをなんらかな形で連携し，

チャットの会話の対象となっている画像が探し

やすくする機能が必要である．

( 4 ) 待合せの場所など様々な情報にLIO（Location-

based Information Object）でなく直接画像を

添付する機能が必要である．

今後は実験結果に基づきインタフェースなどの改良

を行い，設定と操作を簡略化し，音声によるコミュニ

ケーションを検討し，より適用範囲を広げていく予定

である．
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